
広
報
富
士
河
口
湖

　
１４

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

ぴ
ゅ
あ
富
士
か
ら
の
お
知
ら
せ

甲
府
財
務
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
の
医
療
費
等
の
救
済
給
付
に
つ
い
て

「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意
！
」

「
無
料
法
律
相
談
会
」

富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

点
訳
講
習
会

　
　
～
は
じ
め
て
点
字
を
学
ぶ
人
向
け
～

多
重
債
務
相
談
窓
口

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
一
年
を
通
し
て
発
生
し
ま
す
が
、
特

に
冬
季
に
流
行
し
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
の
高
い

胃
腸
炎
で
、
健
康
な
方
は
軽
症
で
回
復
し
ま
す
が
、
子
ど
も

や
お
年
寄
り
な
ど
で
は
重
症
化
し
て
お
り
ま
す
。
主
な
原

因
は
、
食
品
の
他
に
、
感
染
者
の
ふ
ん
便
・
嘔
吐
物
を
処
理

す
る
際
に
人
の
手
を
介
し
て
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
汚
染

箇
所
の
消
毒
不
備
か
ら
乾
燥
後
ウ
イ
ル
ス
が
空
気
中
に
飛

散
し
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
感
染
を
予
防
す
る
に
は
！

　
食
品
は
、
よ
く
加
熱(

85
℃
以
上
１
分
以
上)
す
る
、
調
理

器
具
は
洗
浄
、
消
毒
を
十
分
に
す
る
こ
と
。
感
染
し
た
人
か

ら
の
予
防
は
、
ふ
ん
便
・
嘔
吐
物
の
処
理
が
重
要
で
す
が
、

必
ず
手
袋
、
マ
ス
ク
、
撥
水
性
素
材
の
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
、

素
手
で
は
処
理
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
窓
を
開
け

て
換
気
し
、
拭
き
取
り
後
は
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム(

塩
素
系
漂
白
剤)

で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食
器
・
ト
イ

レ
等
も
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。
外
出
先
で
の
ト
イ
レ
の
ド

ア
ノ
ブ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
な
ど
に
も
ウ
イ
ル
ス
が

付
着
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
帰
宅
し
た
ら
、
必
ず

流
水
、
石
け
ん
で
の
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
学
校
や
施
設

で
症
状
の
あ
る
人
が
複
数
出
た
場

合
は
、
ま
ん
延
防
止
の
た
め
速
や
か

に
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
地
域
保
健
課
　
℡
24
‐
９
０
３
５

　
　
　
労
災
保
険
法
等
の
対
象
と
な
ら
な
い
中
皮
腫
、
ア
ス
ベ

ス
ト
に
よ
る
肺
が
ん
を
発
症
し
て
い
る
方
か
、
も
し
く
は

こ
れ
ら
の
疾
病
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
方
の
ご
遺
族
に
対
し

て
、
医
療
費
等
の
救
済
給
付
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
申
請
等
の
受
付
】

　
申
請
等
に
あ
た
っ
て
は
医
学
的
資
料
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
当
保
健
所
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
申
請
手
続

き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

【
救
済
給
付
の
内
容
と
給
付
額
】

・
認
定
さ
れ
た
方
へ
の
給
付

　
医
療
費
（
自
己
負
担
分
）

　
療
養
手
当
（
月
約
10
万
円
）

　
葬
祭
料
（
約
20
万
円
）

・
石
綿
が
原
因
に
よ
る
疾
患
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
方
の
ご

　
遺
族
へ
の
給
付

　
特
別
遺
族
弔
慰
金
（
２
８
０
万
円
）

　
特
別
葬
祭
費
（
約
20
万
円
）

・
そ
の
他
の
給
付

　
救
済
給
付
調
整
金

●
問
合
・
申
請
先
　
健
康
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
電
話
24-

９
０
３
４

　
　
　
　 
 

H
P
検
索
「
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
」

　■
日
　
時
　
２
月
11
日
（
水
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所
　
ぴ
ゅ
あ
富
士
（
都
留
市
中
央
三
丁
目
）

■
講
　
師
　
山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
司
法
書
士
　

■
内
　
容
　
家
族
問
題
（
高
齢
者
問
題
、
相
続
問
題
）
、
ク
レ

　
　
　
　
　
ジ
ッ
ト
・
消
費
者
金
融
等
の
問
題
で
お
困
り

　
　
　
　
　
の
方
、
司
法
書
士
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
対
　
象
　
相
談
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

　
　
　
　
　
　
（
要
申
し
込
み
。
相
談
は
無
料
で
す
。
）

●
予
約
・
問
合
先
　
℡
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

　
　
　
　
　
（
山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　
関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
、
返
済
し
き
れ
な

い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
方
へ
「
無
料
相
談
」
を
平

日
、
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
者
の
方
か
ら
借
入
の
様
子

な
ど
を
お
聞
き
し
た
の
ち
必
要
に
応
じ
て
法
律
の
専
門
家

(

弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど)

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
方
は
、
今
す
ぐ
左
記
ま
で
お

電
話
く
だ
さ
い
。

　
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。

○
秘
密
厳
守
・
・
・
財
務
事
務
所
は
公
的
機
関
の
相
談
な
の

　
で
安
心
で
す
。

○
相
談
無
料
・
・
・
時
間
を
気
に
せ
ず
納
得
の
い
く
ま
で
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

○
電
話
相
談
・
・
・
遠
距
離
に
お
住
ま
い
の
方
で
も
相
談
を

　
お
受
け
し
ま
す
。

○
個
室
で
の
相
談
と
な
り
ま
す
の
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

　
ま
す
。
さ
ら
に
参
考
資
料
も
お
渡
し
で
き
ま
す
。

　
【
受
付
時
間
】

　
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

　
　
午
前
８
時
30
分
～
12
時
15
分

　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
【
問
合
わ
せ
先
】

　
　
財
務
省
関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所

　
　
　
℡
０
５
５-

２
５
３-

２
２
６
１

■
日
　
時
　
３
月
９
、16
、23
、30
日
　

　
　
　
い
ず
れ
も
月
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
　
所
　
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
初
心
者
の
方
を
対
象
に
点
字
の
読
み
方
、
書
き
方
に
つ

　
い
て
基
礎
を
学
習
し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

　
「
パ
ソ
コ
ン
点
訳
」
も
行
い
ま
す
。

※
３
名
以
上
で
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72-

５
５
３
３
　
（
担
当
　
村
松
）



広
報
富
士
河
口
湖

　
１５

総務省山梨県テレビ受信者支援センターの業務開始

－山梨県における地上デジタル放送に関する受信相談体制を整備－

　総務省では、2011年7月の地上デジタルテレビジョン放送への完全移行に向けて、２月２日に「甲府

市北口２－１４－１４」に「総務省山梨県テレビ受信者支援センター」を開所します。

　テレビ受信者支援センターでは、テレビ受信者の皆さまに円滑に地上デジタル放送に移行していた

だくよう、デジタル化に関する相談対応や受信実態の調査、さまざまなアドバイス提供など、地域実情

に応じた「受信者サポート」を行います。

　山梨県では市町村及び民間団体と連携して今春４月から６月にかけ、春の山梨の魅力を全国に伝え

る「花と名水　美し色の山梨」観光キャンペーンを開催します。これは、昨年の「山梨デスティネーショ

ンキャンペーン」に続き、JRと協働した第２弾の全国キャンペーンです。昨年のキャンペーン期間中に

は、約１２００万人の観光客が山梨県に訪れていただきました。

町でも、この機会に全国から多くのお客様に訪れていただき、富士山や桜、ラベンダーなどの花をはじ

めとする春の富士河口湖町の魅力を体感していただければと思います。

　今回行われるキャンペーンでも、昨年同様

多くの観光のお客様が富士河口湖町に訪れて

いただけると思います。県外からのお客様を

あたたかいおもてなしの心でお迎えしていた

だき、また来ていただけますよう皆様のご協

力をおねがいします。

　テレビ受信者の皆様からのお問合せについては、「総務省地上デジタルテレビジョン放

送受信相談センター」（地デジコールセンター）において一括して受け付けます。

総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

　　　　　　（地デジコールセンター）

（電　　話） ０５７０－０７－０１０１

（受付時間） 平日　　　　９時～２１時

　　　　　 土日・祝日　 ９時～１８時

（地デジコールセンターとテレビ受信者支援センターは、相互に連携・協力の下、
地上デジタル放送の普及推進を図ります。）

「花と名水　美し色の山梨」

観光キャンペーンの開催

－４月１日～６月３０日－

――温かい「おもてなし」を――



広
報
富
士
河
口
湖

　
１６

町
制
祭
記
念
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

船
津
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
　
Ｗ
ｉ
ｎ
ｓ
女
子
新
入
部
員
募
集

平
成
21
年
度
　
普
通
課
程
　
訓
練
生
募
集

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

２
月
23
日
は
税
理
士
記
念
日
で
す

中
央
高
校
通
信
制
　
生
徒
募
集
案
内

＝
紙
わ
ら
べ
の
蔵
＝

　
　
　
ミ
ニ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

募

集

税
理
士
記
念
日
相
談
会

■
日
　
時
　
３
月
14
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分
集
合

■
場
　
所
　
ふ
じ
て
ん
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

■
競
　
技
　
大
回
転
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
）

■
参
加
資
格
　
第
３
パ
ノ
ラ
マ
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
、
急
斜

　
　
　
　
　
　
面
を
安
全
に
滑
走
で
き
、
ス
キ
ー
傷
害
保

　
　
　
　
　
　
険
に
加
入
済
み
の
方

■
参
加
費
　
無
料
（
リ
フ
ト
券
、
用
具
は
個
人
負
担
）

■
応
募
方
法
　
３
月
６
日
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
・
年

　
　
　
　
　
　
齢
・
学
年
・
携
帯
番
号
・
住
所
を
明
記
し
て

　
　
　
　
　
　
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先
　
河
口
湖
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局
・
坂
本

　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
１
７
３
６
　

　
　
　
　
　
　F

A
X

０
９
０
‐
４
７
４
９
‐
４
０
０
７

　
小
学
生
の
皆
さ
ん
、
楽
し
く
一
緒
に
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
練
習
日
　
毎
週
月
・
水
曜
日
（
午
後
５
時
～
８
時
）

　
　
　
　
　
毎
週
土
曜
日（
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
）

■
場
　
所
　
船
津
小
体
育
館

※
技
能
や
体
力
を
養
う
と

　
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

　
し
さ
を
味
わ
い
、自
立
心
、

　
積
極
性
、
思
い
や
り
、
あ

　
い
さ
つ
な
ど
、
基
本
的
な

　
態
度
を
養
う
ク
ラ
ブ
で

　
す
。
お
子
様
と
一
緒
に
体

　
験
に
来
て
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
新
堀 

℡
（
０
９
０-

７
７
１
８-

８
９
０
６
）

　　
２
日
間
か
け
て
、
石
こ
ろ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
作
る
お
ひ

な
さ
ま
と
ひ
な
ま
つ
り
の
小
物
を
つ
く
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
２
月
21
日(

土)

・
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～

■
講
習
料
　
材
料
費
込
み
で
５
０
０
円

　
　
　
　
　
道
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
定
　
員
　
20
名
（
予
約
優
先
）

●
予
約
・
問
合
せ
　
紙
わ
ら
べ
の
蔵
（
℡
72-

６
２
３
３
）

　■
期
　
間
　
各
科
と
も
２
年
間
（
４
月
か
ら
入
校
）

■
職
　
種
　
木
造
建
築
科
、
配
管
科
、
左
官
科
、
塗
装
科
、

　
　
　
　
　
建
築
板
金
科

■
月
　
謝
　
訓
練
校
会
員
　
３
千
円
、
会
員
外
　
５
千
円

■
講
習
日
　
５
月
中
旬
か
ら
18
日
間

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
９
時

■
受
講
料
　
訓
練
校
会
員
３
万
円
、
会
員
外
３
万
２
千
円

　
い
づ
れ
も

■
締
切
り
　
３
月
31
日
（
火
）

●
申
込
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
22
‐
５
２
１
４

　
新
入
社
員
講
座
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
初
心
者
の
た
め
プ

ロ
グ
ラ
ム
入
門
、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
入
門

■
日
　
程
　
４
月

■
場
　
所
　
産
業
技
術
短
期
大
学
校
（
甲
州
市
塩
山
）

●
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
３
‐
３
２
‐
５
２
０
２

　
自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
高
校
を
卒
業
で
き
る
、

通
信
制
高
校
で
す
。
卒
業
だ
け
で
な
く
、
特
定
の
科
目
だ

け
勉
強
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
普
通
科
　
１
０
０
名

■
募
集
期
間
　
３
月
６
日
（
金
）
～
３
月
31
日
（
火
）

■
出
願
資
格
　
①
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
②
高
等
学
校

　
へ
の
再
入
学
を
希
望
す
る
人
、
③
県
内
在
住
者

■
入
学
選
抜
方
法
　
書
類
及
び
面
接
（
筆
記
試
験
な
し
）

■
経
　
費
　
１
年
間
で
必
要
な
学
費
な
ど
　
３
万
円

●
問
合
先
　
県
立
中
央
高
等
学
校
通
信
制

　
　
　
　
　
℡
０
５
５-

２
２
６-

４
４
１
１
（
代
表
）

　
～
税
理
士
会
は
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
ま
す
～

　
東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
は
、
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、
平
成
20
年
分
所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申

告
に
あ
た
り
、
左
記
の
日
程
と
会
場
で
「
税
の
無
料
相
談
」

を
行
い
ま
す
。

　　
～
譲
渡
・
相
続
・
贈
与
等
の
相
談
も
受
付
ま
す
～

■
日
　
時
　
２
月
23
日
（
月
）

■
場
　
所
　
東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
事
務
局

■
問
合
先
　
℡
22-

８
４
８
１
　

（
和
紙
を
使
っ
た
小
物
づ
く
り
）

＝
在
職
者
訓
練
講
座
＝

～
働
き
な
が
ら
学
び
ま
せ
ん
か
～

２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
　
受
験
準
備
講
座



広
報
富
士
河
口
湖

　
１７

「
富
士
山
ク
ラ
ブ
グ
ッ
ズ
用
デ
ザ
イ
ン
募
集
」

「
み
ん
な
の
手
芸
展
」

＝
耳
の
日
フ
ェ
ス
タ
＝
　
耳
の
日
！
記
念
講
演
会

第
８
回
裁
判
員
模
擬
裁
判
傍
聴
の
お
知
ら
せ

（
社
）
富
士
五
湖
青
年
会
議
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
第
２
回
ち
び
っ
こ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
富
士
山
」

「
脱 

生
活
習
慣
病
～
い
た
わ
り
の
心
～
」

　
富
士
山
の
自
然
環
境
保
全
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
富
士
山
の

た
め
に
行
動
し
た
く
な
る
よ
う
な
、「
富
士
山
大
好
き
」
な

思
い
が
つ
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
　
Ａ
４
用
紙
に
①
氏
名
、
②
生
年
月
日
、
③

　
住
所
、
④
連
絡
先
、
⑤
学
校
名
・
勤
務
先
、
⑥
作
品
の
コ

　
ン
セ
プ
ト
を
記
入
の
上
、
作
品
と
あ
わ
せ
て
郵
送
し
て

　
下
さ
い
。
１
人
３
点
ま
で

■
賞
　
金
　
最
優
秀
賞
１
作
品
、10
万
円

■
応
募
締
切
　
２
月
28
日
（
土
）
消
印
有
効

●
応
募
・
問
合
先
　

　
　
富
士
山
ク
ラ
ブ
山
梨
事
務
所
　

　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
西
湖
２
８
７
０

　
　
　
　
富
士
山
ク
ラ
ブ
グ
ッ
ズ
用
デ
ザ
イ
ン
募
集
係

　
　
　
　
　
　
℡
20-

４
６
０
０
、
　F

A
X

20-
４
６
０
１

■
展
示
日
時
　
２
月
21
日
～
３
月
１
日
（
８
日
間
）

■
出
品
作
品
　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
編
物
な
ど
郡
内
手
芸
グ

　
　
　
　
　
　
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
各
種
手
芸
作
品

■
展
示
場
所
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先
　
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
℡
２
４
‐
４
４
０
６
（
曽
根
、
勝
俣
）

■
展
示
場
所
　
フ
ジ
ヤ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
ア
ト
リ
ウ
ム

■
展
示
期
間
　
２
月
21
日
（
土
）
～
３
月
１
日
（
日
）

■
営
業
時
間
　
平
日
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

　
　
　
　
　
　
土
曜
　
午
前
10
時
～
午
後
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
日
祝
日
午
前
９
時
～
午
後
８
時
30
分

※
「
ち
び
っ
こ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
富
士
山
」
は
無
料

で
す
が
、
常
設
展
は
別
途
入
館
料
が
必
要
で
す
。

●
問
合
先
　
フ
ジ
ヤ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
　
℡ 

22
‐
８
２
２
３
（
廣
瀬
、
河
野
）

■
日
　
時
　
３
月
１
日
（
日
）
午
後
１
時
～

■
場
　
所
　
岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階

■
内
　
容
　
記
念
講
演
と
相
談
会

　
　
　
　
　
記
念
講
演 

①
「
難
聴
と
耳
鳴
り
の
し
く
み
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

②
「
め
ま
い
の
診
断
と
治
療
」

　
　
　
　
　
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医
に
よ
る
相
談
会

●
問
合
先
　
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
山
梨
県
地
方
部
会

　
　
　
　
　
　
　
℡ 

０
５
５
‐
２
７
３
‐
９
７
６
５

　
新
し
く
な
っ
た
庁
舎
で
行
う
裁
判
員
模
擬
裁
判
を
傍

聴
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
　
時
　
３
月
４
日
（
水
）
午
後
１
時
～
５
時

　
　
　
　
　
３
月
５
日（
木
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
分

■
場
　
所
　
甲
府
地
方
裁
判
所
２
階
２
０
１
号
法
廷

■
募
集
人
員
　
20
名
程
度
（
先
着
順
）
、
参
加
費
無
料

●
申
込
先
　
甲
府
地
方
裁
判
所
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　 

℡ 
０
５
５
‐
２
３
５
‐
１
１
３
１

■
日
　
時
　
２
月
20
日
（
金
）
午
後
６
時
～
９
時
30
分

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
市
立
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　

　
第
１
部 

講
演

　
　
　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
喫
煙
」

　
　
　
講
師
：
深
沢
公
子

　
　
　 

（
県
看
護
協
会
ま
ち
な
か
健
や
か
サ
ロ
ン
所
長
）

　
第
２
部 

実
演
講
習

　
　
　
「
生
活
習
慣
病
防
止
の
体
操
」

　
　
　
講
師
：
早
川
き
み
代

　
　
　 

 

（
コ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
チ
ー
フ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
入
場
料
　
無
料

■
定
　
員
　
80
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。
）

■
持
ち
物
　
体
操
着
、
上
履
き
、
タ
オ
ル
（
汗
ふ
き
用
）

●
問
合
先
　
（
社
）
富
士
五
湖
青
年
会
議
所
　
小
澤
　
誠

　
　 

 
 
 
 
 

　
　
　
富
士
吉
田
商
工
会
議
所
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
24
‐
０
７
７
１
）



広
報
富
士
河
口
湖

　
１８

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
富
士
ケ
嶺
地
区
開
拓
の
歴
史
（
一
）

　
古
の
小
径
と
い
う
に
は
少
々
歴
史
の
浅
い
話
に
な
り

ま
す
が
、
今
回
は
町
村
合
併
に
よ
り
加
わ
り
ま
し
た
旧

上
九
一
色
村
の
富
士
ヶ
嶺
の
開
拓
の
歴
史
に
つ
い
て
、

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
富
士
ヶ
嶺
地
区
は
古
く
は
「
本
栖
三
ヶ
水
」
、
一
般
的

に
は
「
サ
ン
ガ
ス
イ
」「
サ
ン
ガ
ス
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

　
開
拓
地
と
し
て
の
始
ま
り
は
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四

三
）
末
頃
に
元
々
軍
用
地
で
あ
っ
た
場
所
に
軍
馬
を
放

牧
し
、
そ
の
傍
ら
畑
を
開
墾
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
終
戦

と
共
に
、
食
料
難
な
ど
か
ら
国
の
緊
急
開
拓
政
策
が
打

ち
出
さ
れ
、
満
州
引
揚
者
等
を
優
先
に
開
拓
団
に
入
れ

る
取
り
組

み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

こ
の
地
区

に
は
南
都

留
郡
畜
産

組
合
長
の

池
谷
源
一

郎
氏
を
団

長
と
し
て

有
志
を
集

め
、
富
士
ヶ

嶺
郷
拓
殖

団
を
昭
和

二
十
年
（
一

九
四
五
）
九

月
に
結
成
、

翌
年
五
月

に
は
開
拓
団
と
し
て
の
県
の
承
認
を
得
て
、
八
月
六
日

に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
よ
り
斉
藤
昇
県
知
事
に
開
墾
許
可
証
が
交

付
さ
れ
、
開
墾
も
本
格
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
開
拓
事
業

推
進
の
た
め
に
入
植
者
の
組
織
化
を
図
り
、
各
帰
農
組

合
を
つ
く
り
、
活
動
に
励
み
ま
し
た
。
現
在
、
地
元
の
農

協
名
に
使
わ
れ
て
い
る
「
富
士
豊
茂
」
の
名
は
こ
の
頃
の

開
拓
団
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
開
拓
団
の
総
務
部
長

で
あ
っ
た
二
宮
四
郎
と
い
う
方
の
亡
父
（
尊
親
）
が
明
治

三
十
年
（
一
八
九
七
）
北
海
道
十
勝
国
豊
頃
村
字
ウ
シ
シ

ョ
ベ
ツ
に
移
住
し
、
約
二
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開
拓

事
業
を
完
成
さ
せ
、
日
本
最
初
の
自
作
農
創
設
に
成
功

し
た
実
績
に
あ
や
か
っ
て
、
亡
父
の
出
生
地
で
あ
る
豊

頃
村
字
茂
岩
の
頭
文
字
を
取
っ
て
「
豊
茂
」
と
名
付
け
そ

う
で
す
。

　
開
拓
当
初
、
作
物
は
大
豆
、
小
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
麦

類
、
粟
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
等
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
土
の
少
な
い
土
地
も
多
く
、
又
高
地

ゆ
え
に
耕
作
適
齢
期
間
が
短
い
た
め
に
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
収
穫
の
上
が
ら
な
い
家
も
多
く
、
配
給
品
の

種
イ
モ
を
植
え
ず
、
食
料
に
ま
わ
し
て
い
た
人
も
い
た

よ
う
で
す
。
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
頃
か
ら
開
拓

地
の
労
務
加
配
米
の
配
給
が
あ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か

飢
え
を
凌
い
で
い
た
も
の
の
、
生
活
は
ギ
リ
ギ
リ
の
状

態
で
し
た
。

　
生
活
費
を
か
せ
ぐ
た
め
に
昼
間
は
開
墾
を
し
、
夜
に

は
ま
わ
り
の
萱
の
原
か
ら
刈
っ
て
き
た
萱
で
炭
俵
を
作

り
ま
し
た
。
一
人
一
日
十
枚
（
一
枚
十
二
円
）
腕
の
い
い

人
は
二
〇
枚
程
作
っ
て
本
栖
の
配
給
所
ま
で
背
負
っ
て

現
金
に
か
え
て
い
ま
し
た
。
子
供
で
も
十
歳
く
ら
い
に

な
る
と
炭
俵
が
作
ら
れ
た
の
で
、
夕
方
に
な
る
と
各
家

庭
か
ら
萱
を
叩
く
ト
ン
ト
ン
と
い
う
音
が
響
い
て
い
た

そ
う
で
す
。
笹
小
屋
と
呼
ば
れ
る
家
は
す
き
ま
風
も
多

く
、
冬
に
は
マ
イ
ナ
ス
一
〇
度
近
く
ま
で
な
る
寒
さ
を

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
12
月
23
日
か
ら
1
月
20
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

玉
田
真
太
郎
　
　
洋
　
介
　
梨
　
奈
　
船
津

菊
地
　
柊
太
　
　
広
　
隆
　
真
由
美
　
船
津

小
林
　
冬
亜
　
　
貴
　
之
　
さ
や
か
　
船
津

及
川
　
皓
雅
　
　
克
　
則
　
裕
　
美
　
船
津

渡
邊
　
多
恵
　
　
吾
　
郎
　
芽
衣
子
　
船
津

鈴
木
　
啓
史
　
　
克
　
彦
　
多
　
恵
　
船
津

小
宮
　
遼
大
　
　
正
　
之
　
裕
　
子
　
船
津

渡
邉
　
理
斗
　
　
英
　
資
　
紅
美
香
　
小
立

渡
邊
　
果
歩
　
　
康
　
寿
　
千
　
鶴
　
小
立

佐
野
　
奏
心
　
　
儀
　
満
　
ま
ど
か
　
河
口

佐
藤
　
小
都
　
　
慶
　
一
　
志
歩
子
　
勝
山

小
林
　
亮
介
　
　
　
学
　
　
久
　
美
　
勝
山

渡
邉
　
　
彩
　
　
　
守
　
　
夏
　
代
　
大
嵐

小
佐
野
恵
子
　
50
歳
　
小
佐
野
優
作
　
船
津

菅
谷
　
國
衛
　
89
歳
　
菅
谷
　
要
子
　
船
津

勝
田
よ
し
子
　
82
歳
　
勝
田
　
一
夫
　
船
津

渡
邊
　
ひ
ろ
　
96
歳
　
天
野
　
保
子
　
船
津

古
屋
　
重
信
　
77
歳
　
古
屋
　
隆
人
　
小
立

渡
　
　
　
理
　
91
歳
　
渡
　
　
久
法
　
小
立

佐
藤
　
一
美
　
48
歳
　
佐
藤
　
洋
子
　
河
口

渡
邉
　
範
雄
　
71
歳
　
渡
邉
　
秀
希
　
大
石

し
ん
　
た
　
ろ
う

し
ゅ
う 

 

た

と
　 

 

あ

た
　 

 

え

り
　 

 

と

か
　 

 

ほ

こ
う
　
が

ひ
ろ 

 
 

ふ
み

り
ょ
う
す
け

そ
　 

 

ら

こ
　 

 

と
あ
や

は
る
　 

と

入植当時の開墾風景



広
報
富
士
河
口
湖

　
１９

こ
ら
え
な
が
ら
カ
ン
テ
ラ
（
ラ
ン
プ
）
の
ぬ
く
も
り
を
頼

り
に
精
を
出
し
た
当
時
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

　
こ
こ
に
紹
介
し
た
「
笹
小
屋
」
と
は
、
開
拓
入
植
者
の

方
が
ま
わ
り
の
立
木
を
骨
組
み
と
し
て
屋
根
と
壁
を
萱

で
作
っ
た
大
き
さ
二
間
×
三
間
程
の
非
常
に
簡
単
な
住

宅
で
す(

写
真
①)

。
火
災
や
風
に
弱
く
、
昭
和
二
十
五
～

六
年
（
一
九
五
〇
～
五
一
）
と
続
い
た
台
風
被
害
で
は
全

半
壊
す
る
家
が
あ
ま
り
に
多
か
っ
た
た
め
、
災
害
復
旧

補
助
金
の
支
給
対
象
に
な
り
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五

二
）
以
降
は
少
し
ず
つ
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
て
や
木
造
の
家
ら

し
い
家
に
住
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
家
に
は
水
道
が
不
可
欠
で
す
が
、
富
士
ヶ
嶺
地
区
に

水
道
が
出
来
た
の
は
昭
和
四
十
年（
一
九
六
五
）の
三
月
、

実
に
二
〇
年
近
く
水
の
苦
労
を
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
開
拓
当
初
か
ら
、
雨
ど
い
か
ら
貯
水
す
る
天
水

利
用
や
近
く
の
湧
き
水
に
水
を
汲
み
に
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
冬
場
等
の
枯
木
期
に
は
本
栖
湖
や
お
と
な
り
の

静
岡
県
富
士
宮
市
の
根
原
か
ら
井
之
頭
あ
た
り
ま
で
一

斗
ダ
ル
を
背
負
っ
て
、「
も
ら
い
水
」
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。
帰
り
道
、
家
の
近
く
で
こ
ろ
ん
で
水
を
こ
ぼ
し
た
時

の
つ
ら
さ
、
経
験
者
は
少
な
か
ら
ず
い
た
よ
う
で
す
。

　
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
地
元
で
の
水
道
探
査

が
失
敗
に
終
わ
り
、
や
む
な
く
本
栖
湖
か
ら
揚
水
計
画

に
切
り
替
え
て
昭
和
三
十
七
年（
一
九
六
二
）八
月
着
工
、

工
事
も
終
り
蛇
口
か
ら
水
が
出
た
時
の
嬉
し
さ
は
、
計

り
し
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
電
話
が
開
通
し
た
の
は
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）

三
月
で
農
協
に
共
同
電
話
と
し
て
設
置
、
次
い
で
公
衆

電
話
は
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
、
一
般
加
入
電
話

は
さ
ら
に
そ
の
後
の
話
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
に
一
番
困
っ
た
の
は
急
患
と
台
風
災
害
で
、

全
く
の
陸
の
孤
島
で
あ
っ
た
た
め
、
全
て
は
口
頭
連
絡

の
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
二
十
三
年
（
一

九
四
八
）

に
診
療
所

は
設
置
さ

れ
た
も
の

の
、
週
一

回
の
出
張

診
察
の
み

で
し
た
。

出
産
な
ど

の
時
に
は

保
健
婦
さ

ん
や
地
元

の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の

方
の
力
を

か
り
て
急

場
を
凌
い
で
き
ま
し
た
。
苦
労
事
は
ま
だ
あ
り
ま
す
。
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
出
生
届
は
、
精
進
湖
の
上
の
阿
難

坂
の
あ
る
山
を
越
え
て
、
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
の

よ
う
に
ト
ン
ネ
ル
は
な
く
、
役
場
に
行
く
の
は
一
日
掛

り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
電
気
の
供
給
開
始
は
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
十

二
月
、
そ
れ
ま
で
は
ラ
ジ
オ
も
テ
レ
ビ
も
な
く
、
ラ
ン
プ

生
活
、
唯
一
の
娯
楽
と
言
え
ば
行
事
の
あ
と
の
巡
回
映

画
で
し
た
。

　
今
回
は
生
活
面
の
苦
労
話
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
楽
あ
れ
ば
苦
あ
り
、
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
と
言

い
ま
す
。
次
回
は
開
拓
成
功
へ
の
足
取
り
を
追
っ
て
行

き
ま
す
。

　
〈
次
号
に
続
く
〉

　
　
　
　
　
（
町
文
化
財
審
議
会
委
員
　
小
堂
　
好
也
）

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

人口

男

女

世帯

　　25,892人
(－20)

 12,739人
(±0)

 13,153人
　(－20)

 8,969  
(－10)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

1月1日現在の
人口・世帯

Happy Wedding

堀
内
　
榮
子
　
91
歳
　
堀
内
　
信
行
　
大
石

小
林
　
幸
惠
　
58
歳
　
小
林
　
麗
子
　
勝
山

小
石
川
松
美
　
91
歳
　
小
石
川
理
　
　
勝
山

杉
　
　
　
昭
　
64
歳
　
杉
　
　
藤
子
　
勝
山

三
浦
　
元
清
　
84
歳
　
三
浦
　
和
春
　
長
浜

渡
邉
ケ
サ
ヨ
　
77
歳
　
渡
邉
　
常
一
　
精
進

三
浦
み
ど
里
　
81
歳
　
三
浦
　
　
浩
　
西
湖
南

藤
江
　
　
剛 

 

＝ 
 

夜
山
　
佳
代
　
船
津

渡
邊
　
佑
也 

 

＝ 
 

杉
田
　
優
子
　
船
津

井
上
　
雅
永 

 

＝ 
 

小
川
　
雅
与
　
船
津

松
尾
　
祥
平 

 

＝ 
 

外
川
真
由
美
　
船
津

柳
田
　
　
聡 

 

＝ 
 

宮
下
　
　
恵
　
船
津

古
屋
　
健
太 

 

＝ 
 

渡
辺
　
和
美
　
小
立

島
　
　
和
久 

 

＝ 
 

古
川
　
千
桂
　
小
立

　
橋
雄
一
郎 

 

＝ 
 

風
間
朱
紀
子
　
勝
山

日 
 
 

時
　
3
月
3
日 (

火)

　
　
　 

 
 

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場 
 
 

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

入植当時の住宅 (写真�)



地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

EC00J0306

広
報
富
士
河
口
湖

　
２０

健康のまちづくり　「いつまでも自分らしく･･･」

町では介護予防の教室を各地区で開催しています。

今月は、教室での成果を報告します。

町内での健康教室の活動報告町内での健康教室の活動報告

上の段：26名、浜町：17名、河口：23名、大石：11名、足和田：19名、上九：25名各地区の参加者数

活動状況

富士河口湖町では、毎週各地区で決まった曜日に健康教室を開催しています。春に参加者全員に体力測

定を実施し、その後、秋にもう一度同じ内容の体力測定を実施した成果が以下のグラフの通りとなってい

ます(H２０年度)。測定した項目は、「握力」「両眼片足立ち」「５ｍ歩行所要時間」の３項目で、いずれの項

目でも測定結果が“改善した人・維持できている人”の合計が７割前後となっています。また、「主観的健

康感」では“健康になったな”、“状態を維持できているな”と感じている人の割合が１００％となってい

ます。

参加者の声

・この教室に参加してから歩くことが楽になりました。　・毎週行くのが楽しみです。

・ここに来て皆で笑っていることが大切ですね。　　　 ・体操した後は気持ちが晴々します☆

握力(右)

改善

握力(左)

片足立ち(右)

片足立ち(左)

５m歩行所要時間

主観的健康感

維持 悪化

０% ２０% ４０% ６０% ８０% １００%

２１年度の高齢者健康教室は春から開催されます。気軽に参加してみましょう♪

●各教室の詳しい問い合わせ・申し込みは役場健康増進課 在宅介護係  Tel：７２－６０３７


